
ＪＴＢ　広域代表からのメッセージ　

法人・個人・仕入営業連携のさらなる進化

仕入商品事業部長
執行役員　ツーリズム事業本部

藤原　卓行

誘客・交流拡大に貢献
東日本

地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献

常
務
執
行
役
員
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
副
本
部
長

兼
東
日
本
エ
リ
ア
広
域
代
表
　
檜
垣
　
克
己

全
社
広
域
営
業
推
進
担
当

中部

広
域
ル
ー
ト
で
誘
客
強
化

執
行
役
員
　

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部

中
部
エ
リ
ア
広
域
代
表
　
内
海
　
勝
仁

北海道「
日
本
の
旬
」を
成
功
に
導
く

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　

北
海
道
エ
リ
ア
広
域
代
表

兼
北
海
道
事
業
部
長
　
阿
部
　
晃
士

東北

交
流
拡
大
を
加
速
化

ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
　

東
北
エ
リ
ア
広
域
代
表

兼
仙
台
支
店
長
　
増
子
　
敦

（２４）第３１７６号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）６月５日（月曜日）

　３年余りに及んだコロナ禍を乗り越え、旅行
需要の回復が進む中、観光を通じた持続可能な
地域づくりに改めて期待が高まっている。ＪＴ
Ｂの広域代表ら人に年度の取り組みなど
を語っていただいた。

　
私
ど
も
仕
入
商
品
部
門
は
Ｏ

ｎ
ｅ
　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

「
扇
の
要
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

る
商
品
流
通
と
販
売
を
支
え
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
、「
連
携
・
融
合
」「
共
創
」

を
テ
ー
マ
に
「
足
元
と
未
来
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
両
輪
で

取
り
組
ん
で
い
く
。
全
国
Ｄ
Ｍ

Ｃ
個
所
へ
の
仕
入
移
管
は
３
年

目
を
迎
え
、
個
所（

府
県
）

へ
拡
大
さ
せ
た
。
お
客
さ
ま
を

起
点
に
価
値
あ
る
「
仕
入
」
素

材
を
「
商
品
」
化
し
、
最
適
な

「
流
通
」
「
販
促
」
に
よ
り
顧

客
の
最
適
購
買
に
つ
な
げ
、
競

争
優
位
性
が
高
い
「
仕
入
・
商

品
・
ス
キ
ー
ム
」
を
創
出
す
る

こ
と
で
、
地
域
誘
客
・
地
域
の

持
続
的
発
展
に
貢
献
し
て
い

く
。

　
宿
泊
増
売
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
弊
社
の
強
み
を
存
分
に

生
か
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
む
一

般
団
体
と
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
完
全
復
活
に
全
力
を
注
ぐ
。

加
え
て
、
完
全
に
弊
社
主
力
商

品
と
な
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ

ッ
ケ
ー
ジ
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
　
Ｍ
ｙ
Ｓ

Ｔ
Ｙ
Ｌ
Ｅ
」
の
さ
ら
な
る
進
化

を
魅
力
的
な
旅
ナ
カ
コ
ン
テ
ン

ツ
の
充
実
を
中
心
に
追
求
し
て

い
く
。

　
着
地
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
あ

た
っ
て
は
、
旅
ホ
連
会
員
の
皆

さ
ま
と
の
連
携
を
含
め
、
旅
の

過
ご
し
方
の
独
自
性
の
追
求
や

高
付
加
価
値
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
を
目
指
す
。
加
え
て
、
全
社

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
「
日
本

の
旬
　
北
海
道
」
を
は
じ
め
と

す
る
取
り
組
み
を
契
機
と
し
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
版
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
確
立
の
足
掛
か
り
と
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
へ
の
変
化
に
対
応
し
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
実
現
に

向
け
、
各
地
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
取
り
組
み
や
素
材
の
情
報
取

得
と
そ
の
発
信
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

資
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
商
品
の
開
発
も
拡
大
さ
せ
て

い
き
た
い
。

　
宿
泊
販
売
や
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
以
外
に
関
し
て
も
、観
光
業

界
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
禍
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
に

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ
ー
タ
コ
ネ
ク
ト
Ｈ

Ｕ
Ｂ
」や「
Ｋ
ｏ
ｔ
ｏ
ｚ
ｎ
ａ
　

Ｉ
ｎ
―
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
」な
ど
事
業

パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ
ま
の
生
産

性
向
上
や
Ｄ
Ｘ
に
貢
献
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
提

案
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

　
商
品
力
強
化
お
よ
び
商
品
流

通
を
拡
大
さ
せ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
総
チ
ャ
ネ
ル
で
の
宿
泊
増
売

と
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
に
磨
き
を
か
け
、
お
客
さ
ま

や
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
皆
さ

ま
、
地
域
社
会
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
べ
く
、
全
国
各
エ
リ
ア
で

唯
一
無
二
の
存
在
を
目
指
し
て

い
く
。

　
東
北
の
中
央
に
は
縦
に
日

本
一
長
い
奥
羽
山
脈
が
あ

り
、
東
北
各
地
に
伸
び
る
新

幹
線
か
ら
豊
か
な
自
然
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

季
節
に
は
、新
緑
が
芽
吹
き
、

そ
の
美
し
さ
は
世
界
に
誇
れ

る
。
こ
れ
か
ら
夏
、
紅
葉
、

雪
へ
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
交

流
拡
大
が
楽
し
み
に
な
る
。

６
月
に
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
続
け
て
き
た
六
魂
祭
が
青

森
で
開
催
、
夏
に
は
各
地
の

伝
統
的
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
よ
り
東
北
各
地
の

に
ぎ
わ
い
が
戻
っ
て
く
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行

後
、
Ｊ
Ｒ
や
レ
ン
タ
カ
ー
を

利
用
し
、
広
域
な
旅
を
満
喫

し
て
い
る
訪
日
外
国
人
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。こ
の
春
、

２
年

カ
月
ぶ
り
に
仙
台
空

港
へ
国
際
定
期
便
と
し
て
台

北
便
や
ソ
ウ
ル
便
が
就
航
し

た
こ
と
や
、
５
月
の
花
巻
空

港
の
台
北
便
も
弾
み
に
な
っ

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
観
光
誘
致

に
つ
な
げ
よ
う
と
、「
ふ
る
さ

と
納
税
」な
ど
多
様
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
自
治
体

も
増
え
て
き
た
。伝
統
的
な

モ
ノ
づ
く
り
が
生
み
出
し
た

地
域
の
生
活
を
象
徴
す
る
工

芸
品
文
化
や
食
文
化
に
魅
了

さ
れ
、コ
ト
づ
く
り
の
可
能

性
を
感
じ
る
。モ
ノ
も
コ
ト

も
歴
史
や
文
化
の
育
み
に
よ

り
、地
域
単
位
で
違
っ
た
魅

力
が
あ
る
。ア
グ
リ
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
就
農
体
験
も
そ
の

一
例
だ
。さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

な
ど
人
気
が
高
い
。「
み
ち
の

く
文
化
・
観
光
を
体
験
す
る
」

切
り
口
で
、再
編
集
す
れ
ば
、

成
熟
し
た
人
々
の
コ
ト
消
費

を
満
た
せ
る
の
だ
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

で「
今
年
行
く
べ
き

カ
所
」

に
選
ば
れ
た
盛
岡
市
も
国
内

外
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
、
普
段
の
暮
ら
し
の
文

化
の
高
さ
が
着
目
さ
れ
て
い

る
。
年
を
重
ね
る
と
と
も
に

地
域
も
多
様
化
す
る
が
、
地

域
に
あ
っ
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
が
提
供
で
き
れ
ば
、
価
値

観
を
同
じ
く
す
る
人
が
集

い
、
地
域
も
活
性
化
す
る
の

だ
と
思
う
。

　
東
北
各
地
に
点
在
す
る
歴

史
、
文
化
、
食
農
、
温
泉
な

ど
魅
力
の
発
信
に
磨
き
を
か

け
、
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
、
多
言
語
や
Ｄ
Ｘ
の

仕
掛
け
が
急
が
れ
る
。
利
便

性
を
生
か
し
た
広
域
周
遊
ド

ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
の
発
信
な

ど
、
県
境
を
越
え
た
東
北
域

内
の
滞
在
時
間
拡
大
や
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
の
実
現
に
力
を
注

い
で
い
く
。

　
２
０
２
５
年
の
大
阪
万
博

や
２
０
３
０
年
の
北
海
道
新

幹
線
延
伸
を
見
据
え
た
交
流

拡
大
へ
、
東
北
広
域
の
発
着

取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
た

い
。
旅
ホ
連
会
員
や
自
治
体

の
方
々
、
東
北
観
光
推
進
機

構
や
東
北
経
済
連
合
会
、
観

光
誘
致
協
議
会
と
の
会
話
を

重
ね
、
持
続
可
能
な
観
光
地

「
東
北
」
へ
、
足
元
の
交
流

の
拡
大
を
加
速
化
さ
せ
る
。

　
国
内
外
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
豊
富
な
観
光
資
源

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
地
域

が
再
認
識
し
、
エ
リ
ア
全
体

で
展
開
す
る
こ
と
が
持
続
可

能
な
観
光
戦
略
と
な
る
。
生

産
性
効
率
向
上
に
向
け
た
ツ

ー
リ
ズ
ム
産
業
の
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
果
た
す
べ
き
役

割
、
そ
し
て
各
エ
リ
ア
軸
で

異
な
る
課
題
に
お
い
て
事
業

戦
略
を
横
串
に
し
た
推
進
を

し
て
い
く
。

　
東
日
本
エ
リ
ア
に
お
け
る

持
続
可
能
な
観
光
戦
略
に
欠

か
せ
な
い
前
提
と
し
て
は
、

世
界
で
類
を
見
な
い
最
大
発

着
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
東
京

を
含
め
た
首
都
圏
の
特
色
に

あ
る
。
ま
ず
は
短
期
的
視
点

で
は
若
年
層
を
中
心
と
し
た

転
入
超
過
に
よ
る
人
口
増
等

を
背
景
に
、
エ
リ
ア
戦
略
に

お
い
て
発
着
連
動
の
観
点
で

地
域
交
流
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
上
で
も
各
地
域
に
貢
献
し

て
い
く
こ
と
は
こ
れ
ま
で
同

様
に
重
要
で
あ
る
。
特
に
北

関
東
、
南
関
東
エ
リ
ア
に
お

い
て
は
圧
倒
的
に
首
都
圏
か

ら
の
お
客
さ
ま
が
多
く
、
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
磨
き
上
げ
が
各
地
域

誘
客
に
つ
な
が
り
、
そ
し
て

宿
泊
増
売
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
示
し
て
る
。

　
ま
た
、
最
大
の
観
光
地
で

も
あ
る
東
京
を
含
め
た
首
都

圏
そ
の
も
の
の
魅
力
を
高
め

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
首
都

圏
か
ら
一
歩
足
を
延
ば
し
た

関
東
地
域
に
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
昨
年

の「
日
本
の
旬
　
東
京
横
浜
」

に
お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
含

め
首
都
圏
に
訪
れ
る
お
客
さ

ま
へ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
拡
充

さ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
磨
き

上
げ
と
開
発
を
持
続
的
に
推

進
し
て
い
く
。
関
東
地
域
で

は
日
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
、
山
梨
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
と
新
た
な
仕
組
み
創

り
に
挑
戦
し
て
き
た
が
、
地

域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
貢
献
で
き
る

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
日
本
の
上
場
企

業
の
６
割
以
上
が
東
京
に
本

社
を
構
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
企
業
×
地
域
の
考
え
方

を
実
践
に
移
し
、
相
互
の
価

値
向
上
に
貢
献
す
る
「
つ
な

ぐ
」
役
割
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

都

道
府
県
に
拠
点
が
あ
る
Ｊ
Ｔ

Ｂ
な
ら
で
は
の
強
み
が
発
揮

で
き
る
。
産
官
学
に
接
点
が

あ
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

手
掛
け
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

提
案
も
す
る
稀
有

け

う

な
存
在
感

を
大
い
に
発
揮
し
た
い
。

　
今
年
度
上
期
は
全
社
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
日
本
の
旬
　
北

海
道
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
旬
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
日
本
の
魅
力
の
再
発
見
を

テ
ー
マ
に
、
各
地
の
『
旬
』

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
旅

行
を
通
じ
て
国
内
観
光
地
活

性
化
に
貢
献
す
る
」で
あ
り
、

あ
る
べ
き
姿
は
「
開
催
年
の

み
の
取
り
組
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
観
光
客
の
永
続
的
な
送

客
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
」と
さ
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
「
日
本
の
旬
　

北
海
道
」
の
主
た
る
テ
ー
マ

を
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト

ラ
ベ
ル
（
Ａ
Ｔ
）
＆
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
推
進
」
と
し
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
１
年
間
、
北
海

道
事
業
部
と
北
海
道
仕
入
販

売
部
は
、
連
携
し
て
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
部
会
を
立
ち
上

げ
、
Ａ
Ｔ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発

掘
・
磨
き
上
げ
・
商
品
化
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
、

道
内
各
地
の
自
治
体
や
観
光

協
会
等
で
は
、
今
年
９
月
に

北
海
道
で
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｔ

Ｗ
Ｓ
（
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

ト
ラ
ベ
ル
・
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ

ッ
ト
）
を
見
据
え
、
着
地
型

商
品
開
発
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
公
募
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
北
海
道
事
業
部

が
そ
れ
ら
の
事
業
を
獲
得

し
、
北
海
道
仕
入
販
売
部
が

商
品
化
を
執
り
行
う
と
い

う
、
ま
さ
に
法
個
仕
連
携
の

実
践
に
取
り
組
ん
だ
。
「
日

本
の
旬
」
を
機
に
、
地
域
へ

の
永
続
的
な
送
客
を
可
能
に

す
る
商
品
開
発
に
取
り
組
め

た
こ
と
と
合
わ
せ
、
法
個
仕

連
携
の
あ
る
べ
き
姿
が
構
築

さ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　
北
海
道
事
業
部
は
今
年
度

よ
り
部
内
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
を
再
発
足

し
た
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
在
外
支
店
と

連
携
し
、同
支
店
が
取
り
扱

う
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
優
良

顧
客
を
主
た
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
て
北
海
道
へ
の
誘
客
促

進
を
図
る
。Ａ
Ｔ
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
顧
客
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
こ
と
か
ら
、前
述
の

新
セ
ク
シ
ョ
ン
が
旗
振
り
役

と
な
り
、全
国
同
様
に
北
海

道
で
も
急
速
に
回
復
し
て
い

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
対
し
北
海
道
に
お
け
る

Ａ
Ｔ
の
魅
力
訴
求
を
行
い
、

道
内
各
地
へ
の
送
客
に
つ
な

げ
た
い
。「
日
本
の
旬
　
北
海

道
」と
Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
。今
年
度
は

１
年
を
通
し
て
ま
さ
に「
北

海
道
祭
り
」で
あ
る
。法
個
仕

連
携
を
さ
ら
に
活
発
化
さ

せ
、皆
さ
ま
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
北
海
道
が
全
国
を
け

ん
引
す
る
１
年
と
し
た
い
。

　
感
染
縮
小
と
各
種
緩
和
に

伴
い
、
中
部
エ
リ
ア
に
お
い

て
も
旅
行
需
要
が
大
き
く
回

復
し
て
い
る
。
当
エ
リ
ア
で

は
、
年
初
か
ら
静
岡
・
愛
知

を
中
心
と
し
た
大
河
ド
ラ
マ

の
舞
台
と
な
っ
て
お
り
、
ド

ラ
マ
館
を
は
じ
め
周
辺
観
光

も
盛
況
で
あ
り
、
今
秋
に
は

「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
第
２
期

オ
ー
プ
ン
と
観
光
関
連
の
地

域
話
題
が
続
く
。
こ
の
好
機

を
生
か
し
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
の
魅
力
発
信
や
ジ
ブ
リ

パ
ー
ク
を
核
と
す
る
広
域
連

携
と
開
発
等
に
果
敢
に
挑
戦

し
、
一
過
性
に
な
ら
な
い
未

来
に
つ
な
が
る
観
光
へ
と
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
２
０
２
４
年
春
に
は
北
陸

新
幹
線
敦
賀
延
伸
と
な
る

が
、こ
の
時
期
と
同
じ
く
し

て
富
山
県
と
長
野
県
を
結
ぶ

新
た
な
観
光
ル
ー
ト
が
誕
生

す
る
。「
黒
部
宇
奈
月
キ
ャ
ニ

オ
ン
ル
ー
ト
」だ
。大
自
然
に

囲
ま
れ
た
立
山
連
峰
の
壮
大

な
電
源
開
発
事
業
の
歴
史
と

現
在
が
観
光
ル
ー
ト
と
し
て

一
般
開
放
さ
れ
る
。こ
れ
は

産
業
観
光
を
含
め
た
唯
一
無

二
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。既

存
の「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン

ル
ー
ト
」と
合
わ
せ
、世
界
へ

発
信
し
て
い
き
た
い
。こ
の

他
、北
陸
に
は「
豊
か
な
自

然
」「
歴
史
」「
文
化
」「
温
泉
」

を
は
じ
め
、「
お
も
て
な
し
の

心
」な
ど
人
の
魅
力
に
も
あ

ふ
れ
て
い
る
。新
た
な
魅
力

の
提
供
と「
幸
せ
の
御
裾
分

け
」に
努
め
た
い
。

　
ま
た
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に

お
い
て
は
、
急
伸
し
て
い
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強
化
も
喫
緊

の
テ
ー
マ
だ
。
こ
れ
ま
で
訪

日
客
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
」
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
中

部
エ
リ
ア
は
通
過
点
と
な
り

が
ち
だ
っ
た
が
、
２
０
２
５

年
大
阪
・
関
西
万
博
を
見
据

え
た
既
存
イ
ン
フ
ラ
活
用
と

し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
で

あ
り
伊
勢
志
摩
を
絡
め
た

「
三
重
ル
ー
ト
」
の
新
提
案

の
他
、
東
京
・
大
阪
間
を
北

陸
経
由
で
大
き
な
虹
の
ア
ー

チ
を
描
く
「
レ
イ
ン
ボ
ー
ル

ー
ト
」、名
古
屋
か
ら
岐
阜
・

北
陸
へ
昇
龍
を
描
く「
ド
ラ

ゴ
ン
ル
ー
ト
」、北
陸
・
飛
騨

・
信
州
と
横
断
す
る
「
三
ツ

星
街
道
」
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
訪
日
客
に
魅
力
あ
る
観
光

素
材
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
今

後
は
中
部
圏
を
縦
横
無
尽
に

貫
く
、
こ
の
「
ル
ー
ト
」
を

絡
め
た
広
域
観
光
を
提
案
し

な
が
ら
、
面
を
膨
ら
ま
し
て

い
く
戦
略
で
中
部
圏
全
体
の

誘
客
活
動
を
強
化
し
た
い
。


